
4広報

2018（平成 30）年

　
　3月、町内の各学校、幼稚園・保育園において卒業式・卒園

式が行われました。

　3月 15 日に行われた中学校卒業式では江差中学校 52 人、

江差北中学校 19人の生徒が卒業し、思い出いっぱいの学び舎

を後にしました。（写真は江差中学校卒業証書授与の様子）

新たな旅立ちへ
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３
月
定
例
議
会
（
３
月
８
日
開
会
）
に
お
い

て
、
照
井
町
長
が
町
政
執
行
方
針
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。　
　

　

ま
た
、
教
育
行
政
に
つ
い
て
は
、
太
田
教
育

長
が
教
育
行
政
執
行
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

（
一
部
省
略
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

【
町
政
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
予
算

編
成
方
針
】

　

私
が
、
江
差
町
長
と
し
て
町
政
の
舵
取
り
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、
ま
も
な
く
４
年

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
「
古

く
て
新
し
い
ま
ち
江
差
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
コ

ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
、
第
５
次
江
差
町
総
合
計
画

や
江
差
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
を
基
軸
に
、
町
政
の
推
進
の
た
め
、
議
会
は

も
と
よ
り
町
内
の
各
種
行
事
等
へ
時
間
が
許
す

限
り
参
加
し
、
様
々
な
地
域
課
題
や
意
見
を
直

接
聞
く
こ
と
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
町
長
改
選
期
に
あ
た
る
こ
と
か

ら
、
懸
案
課
題
の
継
続
的
な
取
り
組
み
や
町
民

生
活
に
影
響
の
あ
る
事
業
、
さ
ら
に
は
、
圏
域

や
近
隣
の
自
治
体
と
連
携
し
て
取
り
組
む
事
業

な
ど
、
当
初
予
算
に
お
い
て
措
置
す
る
必
要
性

が
あ
る
事
業
を
絞
り
込
む
骨
格
予
算
と
い
た
し

ま
し
た
。　

１ 

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

地
方
創
生
の
確
実
な
推
進
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
か
ら
引
き
続
き 

〝
古
く
て
新
し
い
ま
ち
江

差
〟
観
光
振
興
（
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
と
し
て
、
本

年
度
か
ら
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
ぷ
ら
っ
と
江
差

の
経
営
を
江
差
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
担

う
ほ
か
、
既
存
建
造
物
等
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
滞
在
型
の
観
光
商
品
の
開
発
を
手
が
け

る
な
ど
、
地
域
で
稼
ぐ
、
儲
け
る
仕
組
み
づ
く

り
を
構
築
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、

ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
地
域
の
活
性
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

北
の
江
の
島
構
想
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
実
施
し
た
、
北
の
江
の
島
構
想
策
定
支
援

業
務
委
託
の
成
果
品
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
町
民

や
議
会
と
の
協
議
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
財
源

確
保
対
策
等
を
踏
ま
え
、
実
効
性
あ
る
計
画
の

策
定
に
結
び
付
け
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
江
差
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ

ー
が
本
年
度
か
ら
本
格
的
に
稼
動
す
る
こ
と
か

ら
、
北
の
江
の
島
構
想
の
拠
点
施
設
の
ひ
と
つ

と
し
て
各
種
の
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

広
域
連
携
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
、

石
川
県
珠
洲
市
と
の
友
好
都
市
締
結
か
ら
20
周

年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
本
町
に
お
い
て
20
周

年
記
念
式
典
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
交
流
人

口
の
拡
大
に
繋
が
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

旧
江
光
ビ
ル
跡
地
の
利
活
用
方
策
の
検
討
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
、
江
差
商
工
会
に
て
実
施

し
た
、
江
差
町
中
心
市
街
地
商
業
活
性
化
調
査

再
検
証
事
業
調
査
報
告
書
や
、
江
差
町
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
、
江
差
商
工
会
と
継
続
し
て
協
議
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
大
学
連
携
事
業
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
北
海
道
教
育
大
学
函
館
校
と
共
に
実
施

し
て
い
る
、
江
差
ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
事

業
を
柱
に
、
本
町
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
様
々
な
課

題
や
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
地
域
を
巻
き
込
ん
だ

活
動
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
市
町
村
応

援
大
使
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
年
、
江
差
町
が

応
援
大
使
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
球
団
側

と
協
議
を
行
い
な
が
ら
地
域
活
性
化
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

２ 

経
済
基
盤
を
持
続
さ
せ
る
地
場
産

　

 

業
の
振
興

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
、
新
た
に

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
を
実
施
し
、
農

用
地
、
水
路
、
農
道
等
の
保
全
管
理
に
対
す
る

担
い
手
農
家
の
負
担
の
軽
減
に
努
め
る
と
と
も

に
、
農
地
の
集
積
を
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
た
農
業
体
験
交

流
事
業
や
ア
ス
パ
ラ
伏
せ
込
み
栽
培
の
検
討
な

ど
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
檜
山
南
部
森
林

組
合
と
連
携
を
図
り
町
有
林
の
保
育
に
努
め
、

民
有
林
に
対
し
て
は
、
造
林
に
対
す
る
補
助
を

継
続
し
森
林
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
ア
ワ
ビ
の
種

苗
放
流
や
ナ
マ
コ
の
増
養
殖
事
業
に
引
き
続
き

取
り
組
む
ほ
か
、
檜
山
管
内
で
広
域
的
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
サ
ケ
の
増
殖
事
業
や
、
ニ
シ
ン

資
源
復
興
対
策
事
業
、
ナ
マ
コ
栽
培
漁
業
定
着

事
業
な
ど
の
栽
培
漁
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
水
産
環
境
の
改
善
を
目
的
と
し
た
藻

場
の
造
成
や
水
域
の
監
視
活
動
、
低
利
用
の
二

枚
貝
増
養
殖
試
験
な
ど
に
も
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
や
商

店
街
と
更
な
る
連
携
を
図
り
、
地
域
経
済
の
活

性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
産
業
の
育
成
と
雇
用
の
場
の

平
成
30
年
度

 
町

政

執

行

方

針
北の江の島構想の拠点となるかもめ島

照井誉之介　町長

じゃかいも収穫体験
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確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
江
差
町

創
業
支
援
事
業
計
画
を
ベ
ー
ス
に
、
金
融
機
関

等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
町
内
の
起
業
・
創

業
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
状
況
が
厳
し
い
江
差
青
果
卸
売

市
場
に
対
し
、
引
き
続
き
、
経
営
基
盤
強
化
に

向
け
た
支
援
を
行
い
、
青
果
物
等
の
安
定
的
な

供
給
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
経
済

の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
、

引
き
続
き
、
事
業
者
を
個
別
に
訪
問
し
、
商
品

の
掘
り
起
こ
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
「
江
差
子
ど
も
未
来
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
銘
打
っ
て
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

３ 

交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
域
の

　

 

活
性
化

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
、
首
都
圏

の
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
へ
の
誘
客
宣
伝
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
江
差
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
各
種
の
日
本
遺
産
魅
力

発
信
事
業
を
展
開
し
、
質
の
高
い
観
光
地
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
内
観
光
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
開
陽
丸
青

少
年
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
文
化
財
施
設
や
神
社

仏
閣
、
或
い
は
景
勝
・
景
観
に
新
た
に
食
を
加

え
、
町
内
を
周
遊
で
き
る
環
境
の
整
備
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

江
差
追
分
の
振
興
と
普
及
伝
承
に
つ
い
て

は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
を
は
じ
め
と
す
る
大
舞

台
で
の
江
差
追
分
披
露
を
実
現
す
る
べ
く
、
強

力
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
す
る
と
と

も
に
、
津
軽
三
味
線
会
館
や
ア
イ
ヌ
民
族
博
物

館
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
広
が
り
の
可
能
性
を

追
求
し
て
い
き
ま
す
。

４ 

住
民
が
元
気
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

　

 

る
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
医
療
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
地
域
セ
ン

タ
ー
病
院
で
あ
る
道
立
江
差
病
院
と
民
間
医
療

機
関
に
担
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
適
切
な
医

療
の
提
供
と
患
者
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
よ

う
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
の
運
用
支
援
の
ほ

か
、
道
南
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
な
ど
の
救
急
医
療
の

確
保
に
対
す
る
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
民
の
健
康
推
進
に
つ
い
て
は
、
各
種
の
保

険
事
業
を
実
施
し
て
い
く
ほ
か
、
妊
娠
期
か
ら

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
に
取
り
組
み
病
気

の
予
防
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
、
第

７
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

　

「
高
齢
者
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
」

を
基
本
理
念
と
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分

ら
し
く
暮
ら
し
続
け
て
い
け
る
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
深
化
と
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

介
護
給
付
費
の
適
正
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

認
知
症
や
権
利
擁
護
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
世
代
を
越
え
て
幅
広
く
話
し
合
う

「
ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
」
や
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
」
を
実
施
し
、
地
域
で
の
支
え
あ
い
の

気
運
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、
町
内
会
や
自
治
会
、

民
生
・
児
童
委
員
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
え
て
い

き
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
地
域
で
見
守
り
支

え
る
体
制
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

年
度
「
第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
並
び
に
「
第
１
期
子
ど
も
の
貧
困
対
策
計

画
」
の
平
成
32
年
度
策
定
に
向
け
た
ニ
ー
ズ
等

調
査
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
路

線
バ
ス
半
額
助
成
や
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
支

援
な
ど
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
と

と
も
に
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置
・
更
新

な
ど
各
種
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
か
ら

第
５
期
江
差
町
障
が
い
者
福
祉
計
画
が
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
か
ら
、
各
種
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や

相
談
支
援
等
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
通
院
に
限
定
し
て
い
た
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
に
つ
い
て
は
、
買
い
物
等
を
含
め
た

外
出
全
般
で
利
用
で
き
る
よ
う
拡
充
し
、
障
が

い
者
の
外
出
支
援
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

か
ら
新
た
な
国
民
健
康
保
険
制
度
が
始
ま
る
こ

と
か
ら
、
被
保
険
者
等
へ
の
周
知
を
確
実
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
へ

の
納
付
金
に
基
づ
く
税
率
の
改
正
を
行
う
こ
と

と
し
、
賦
課
方
式
の
見
直
し
な
ど
を
含
め
て
加

入
世
帯
の
負
担
の
均
衡
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

窓
口
・
戸
籍
事
務
に
つ
い
て
は
、
住
民
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
増
設
等
を
通
じ
て
、
窓

口
で
の
待
ち
時
間
の
短
縮
と
事
務
の
効
率
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
ひ
の
き
荘
に
つ
い
て
は
、

本
年
10
月
１
日
の
社
会
福
祉
法
人
雄
心
会
へ
の

引
き
渡
し
に
向
け
、
引
き
継
ぎ
に
係
る
具
体
的

な
協
議
を
進
め
る
と
と
も
に
、
円
滑
に
移
管
が

完
了
す
る
よ
う
取
り
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
飲
酒
運
転
の

根
絶
と
交
通
安
全
運
動
の
普
及
啓
発
の
強
化
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

消
費
生
活
対
策
に
つ
い
て
は
、
特
殊
詐
欺
や

悪
質
商
法
被
害
の
未
然
防
止
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
全
戸
配
布
に
伴
い
、
町
内
会
・
自
治
会

と
連
携
を
図
り
、
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活

用
方
法
と
図
上
訓
練
や
防
災
・
避
難
訓
練
を
行

う
な
ど
、
町
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
危
険
家
屋
の
減

少
と
周
辺
の
環
境
整
備
に
繋
が
る
取
り
組
み
を

図
り
、
管
理
不
全
な
状
態
を
作
ら
な
い
た
め
の

対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　

消
防
・
救
急
対
策
に
つ
い
て
は
、
火
災
や
救

急
、
救
命
活
動
へ
の
的
確
な
対
応
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
、
新
陣
屋

団
地
２
号
棟
の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。
他
の
既

存
住
宅
に
つ
い
て
は
、
長
寿
命
化
改
修
や
日
常

平成 29 年度より始まった日明地区でのタウンミーティング

（仮称）新陣屋団地１号棟
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的
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
日
常
点
検
を
通
じ

て
施
設
の
現
状
把
握
に
努
め
、
老
朽
化
な
ど
の

状
況
と
そ
の
緊
急
性
を
総
合
的
に
判
断
し
、
補

修
や
更
新
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

未
利
用
町
有
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
幅
広

く
周
知
を
図
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

旧
Ｊ
Ｒ
江
差
駅
跡
地
に
整
備
す
る
宅
地
に
つ

い
て
は
、
若
年
層
や
多
子
世
帯
な
ど
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
し
た
売
却
方
法
の
検
討
を
行
っ
て
い
き

て
い
き
ま
す
。

５ 

地
域
を
支
え
る
社
会
基
盤
の
整
備

　

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
引
続
き
、

Ｊ
Ｒ
廃
線
後
の
新
設
道
路
と
し
て
「
南
ヶ
丘
団

地
22
号
通
り
」
と
「
砂
川
４
号
通
り
」
の
整
備

を
実
施
し
ま
す
。
町
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
総
合
的
な
観
点
か
ら
優
先
順
位
を
定
め
、

計
画
的
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

橋
梁
に
つ
い
て
は
、「
豊
部
内
橋
」
の
修
繕

工
事
を
引
き
続
き
実
施
し
、「
古
櫃
橋
」
の
修

繕
工
事
に
つ
い
て
も
本
年
度
よ
り
着
手
し
ま
す
。

　

河
川
維
持
に
つ
い
て
は
、
経
年
劣
化
な
ど
に

よ
る
老
朽
附
帯
施
設
の
更
新
、
維
持
管
理
を
計

画
的
・
効
率
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
、
将
来
目
標
の
設
定
を
行
う
と
と
も
に

「
立
地
適
正
化
計
画
」
も
併
せ
て
策
定
し
ま
す
。

　

上
水
道
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
、
国
道
２
２
９

号
線
の
「
鰔
川
橋
」
の
橋
梁
添
架
工
事
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　

下
水
道
に
つ
い
て
は
、「
南
ヶ
丘
小
学
校
線
」

の
管
渠
整
備
を
本
年
度
よ
り
２
ヶ
年
計
画
で
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

港
湾
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
南
埠
頭

物
揚
場
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

６ 

住
民
の
た
め
の
行
政
運
営

　

全
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
不
適
切
事
務
な
ど

の
再
発
防
止
に
向
け
、
役
場
内
部
の
再
発
防
止

検
討
委
員
会
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
の
機
会
を
充
実
さ
せ
、
職
員

の
意
識
の
向
上
と
町
民
目
線
に
立
っ
た
組
織
づ

く
り
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
税
に
つ
い
て
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
る

電
子
納
税
の
利
用
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
改
修

や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
納
付
の
利
用
促
進

な
ど
、
納
期
内
納
付
に
向
け
た
取
り
組
み
及
び

滞
納
処
分
の
一
層
の
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
適

正
な
課
税
と
収
納
率
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

財
政
の
現
状
と
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
本

町
は
一
般
会
計
歳
入
の
お
よ
そ
４
割
強
を
地
方

交
付
税
が
占
め
る
な
ど
地
方
交
付
税
に
強
く
依

存
し
て
い
る
財
政
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
町
税

を
減
少
と
見
込
ん
で
い
る
な
か
、
地
方
交
付
税

も
増
加
が
見
込
め
な
い
と
な
れ
ば
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
る
こ
と
が
明
ら

か
で
す
。

　

し
か
し
、
江
差
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
の
推
進
や
、
老
朽
化
し
た
公
共
施

設
等
の
補
修
・
更
新
な
ど
と
い
っ
た
課
題
が
山

積
し
て
い
る
な
か
に
あ
っ
て
、
骨
格
予
算
と
い

え
ど
も
一
定
程
度
の
財
源
対
策
を
し
て
予
算
編

成
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

【
結
び
】

　

「
何
か
を
始
め
る
こ
と
は
易
し
い
が
、
そ
れ

を
継
続
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
成
功
さ
せ
る
こ

と
は
な
お
難
し
い
。」

　

こ
れ
は
、
明
治
時
代
に
男
女
共
同
参
画
の
礎

を
築
き
、
女
子
大
学
を
創
設
し
た
「
津
田
梅
子
」

氏
の
言
葉
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
と
継
続

し
、
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
と
協
力
し
な
が
ら
、

役
場
職
員
の
志
を
一
つ
に
し
、
困
難
な
「
地
域

活
性
化
の
成
功
」
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

は
じ
め
に　

　

学
ぶ
意
欲
と
確
か
な
学
力
の
定
着
、
豊
か
な

心
の
育
成
、
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
教
育
の

充
実
・
発
展
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
先
人
が
築
き
上
げ
た
町
の
歴
史
や
文

化
を
、
次
世
代
を
引
き
継
ぐ
子
ど
も
た
ち
に
し

っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の

責
務
で
あ
る
と
考
え
、
学
社
融
合
の
基
で
、
江

差
の
魅
力
に
感
動
し
、
郷
土
愛
を
受
け
継
ぐ
教

育
の
推
進
に
意
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

【
学
校
教
育
の
推
進
】

１ 
幼
稚
園
、
学
校
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

　

幼
稚
園
教
育
は
、
生
涯
に
わ
た
る
人
間
形
成

の
基
礎
を
養
う
た
め
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

お
り
、
小
学
校
と
の
円
滑
で
確
実
な
接
続
を
図

る
必
要
か
ら
、
幼
児
と
児
童
の
交
流
及
び
教
師

間
の
交
流
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た

ち
が
主
体
的
に
判
断
・
行
動
し
、
課
題
解
決
で

き
る
「
生
き
る
力
」
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け

ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

確
か
な
学
力
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
指
導
方

法
の
工
夫
改
善
や
評
価
方
法
の
検
討
、
教
員
の

指
導
力
向
上
の
た
め
の
取
組
を
継
続
実
施
し
、

道
教
委
が
進
め
る
「
学
校
力
向
上
に
関
す
る
総

合
的
実
践
事
業
」
及
び
「
小
中
一
貫
教
育
支
援

事
業
」
な
ど
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

豊
か
な
心
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た

ち
の
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
な
ど
を
育
む
道

徳
教
育
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

健
や
か
な
身
体
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
全
国

体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査
結
果
の

活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
各
学
校
の
「
一
校
一

実
践
」
の
取
組
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

生
徒
指
導
に
つ
い
て
は
、
い
じ
め
、
不
登
校

等
の
問
題
行
動
や
児
童
虐
待
の
未
然
防
止
、
早

期
発
見
、
早
期
対
応
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
中

１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
や
小
中
連
携
の
取
組
に
は

北
海
道
医
療
大
学
と
の
連
携
の
ほ
か
、
江
差
中

学
校
区
３
校
に
お
い
て
、
道
教
委
の
事
業
指
定

を
受
け
、
小
中
学
校
間
の
連
携
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

学
校
、
子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
か
ら
の
教
育

問
題
や
生
活
等
に
関
す
る
悩
み
な
ど
の
解
決
に

は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
活
用
や
関
係

機
関
と
協
議
す
る
ケ
ー
ス
会
議
を
開
催
す
る
な

ど
、
事
案
へ
の
対
応
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、

引
き
続
き
各
学
校
に
特
別
教
育
支
援
員
を
配
置

し
、
そ
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

特
色
あ
る
教
育
活
動
に
つ
い
て
は
、
江
差
北

平
成
30
年
度
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中
学
校
区
の
江
差
北
小
学
校
、
江
差
北
中
学
校

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
小
中

一
貫
教
育
の
さ
ら
な
る
継
続
と
充
実
を
図
り
、

昨
年
度
設
置
さ
れ
た
学
校
運
営
協
議
会
（ 

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
） 

の
充
実
と
発
展
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

江
差
中
学
校
区
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
な
る
小

中
連
携
を
強
化
し
、
地
域
と
と
も
に
歩
む
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
を
目
指
し
内
容

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
え
さ
し
に
心
の
向
く
教
育
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
江
差
町
の
教
育
推
進
の
大
き
な

柱
で
あ
り
、
そ
の
中
心
的
な
取
組
で
あ
る
「
ふ

る
さ
と
発
見
学
習
」
に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育

と
の
融
合
事
業
と
し
て
一
層
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ 

Ｔ
） 

を
配
置
し
、
外
国
語
並
び
に
国
際
理
解
教

育
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

防
災
教
育
に
つ
い
て
は
、
風
水
害
、
暴
風
雪

等
へ
の
対
策
な
ど
命
を
大
切
に
す
る
教
育
の
充

実
を
図
り
、
防
災
へ
の
備
え
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

　

登
下
校
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
も
各
中
学
校
区
の
健
全
育
成
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等

の
連
携
や
協
力
に
よ
り
努
め
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
も
安
全
体
制
の
一
層
の
強
化
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

情
報
教
育
に
つ
い
て
は
、
モ
ラ
ル
・
マ
ナ
ー

の
指
導
の
徹
底
を
図
る
ほ
か
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
係

る
機
器
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

２ 

学
校
の
組
織
力
の
強
化
と
教
職
員

　

 

の
質
の
向
上
に
つ
い
て

　

学
習
指
導
や
生
徒
指
導
に
お
け
る
小
中
学
校

間
の
情
報
交
流
を
自
分
の
実
践
に
生
か
す
こ
と

や
、
授
業
研
究
の
促
進
を
積
極
的
に
奨
励
す
る

ほ
か
、
道
立
教
育
研
究
所
の
事
業
に
よ
る
夏
季

特
別
講
座
の
継
続
と
学
習
規
律
や
生
活
規
律
の

確
立
と
定
着
を
図
る
各
学
校
の
取
組
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

３ 

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　

今
後
も
、
児
童
生
徒
の
安
全
で
安
心
な
教
育

環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
社
会
教
育
の
推
進
】

１ 

青
少
年
、
家
庭
、
成
人
教
育
に
つ
い
て

　

青
少
年
教
育
は
、
江
差
町
青
少
年
健
全
育
成

会
議
を
活
動
の
中
核
と
し
て
、
子
ど
も
の
見
守

り
活
動
や
「
み
ん
な
で
育
て
る
え
さ
し
っ
子
」

運
動
を
更
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
全
小
中
学
校
で
の
江
差
追
分
の
学
習

を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
郷
土
芸
能
を
取
り
入

れ
た
「
ふ
る
さ
と
江
差
発
見
学
習
」
の
ほ
か
、「
子

ど
も
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
」、「
ス
キ
ー
レ

ッ
ス
ン
」
な
ど
の
事
業
に
つ
い
て
も
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

　

成
人
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
で
も
多
く
の

町
民
が
参
加
し
や
す
い
講
座
を
開
催
す
る
よ
う

各
種
講
座
と
融
合
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

２ 

図
書
館
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

　

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
町
民
が
、

生
涯
に
わ
た
り
本
に
親
し
み
、
豊
か
な
心
を
育

む
読
書
環
境
の
充
実
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
開
館
時
間
の
延
長
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
度
か
ら
本
格
実
施
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、

働
く
世
代
や
学
生
を
中
心
に
図
書
館
利
用
者
が

順
調
に
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
も
継
続

し
た
取
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

３ 

芸
術
・
文
化
活
動
推
進
に
つ
い
て

　

芸
術
文
化
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
更
な

る
充
実
に
向
け
た
支
援
を
今
後
も
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
芸
術
鑑
賞
と
し
て
「
吉
本
興
業
」

や
「
劇
団
風
の
子
」
に
よ
る
公
演
、
ま
た
文
化

人
を
招
聘
し
て
の
講
演
会
な
ど
の
事
業
を
展
開

し
、
町
民
が
様
々
な
分
野
の
芸
術
文
化
に
触
れ

る
機
会
の
創
出
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

４ 

文
化
財
保
護
に
つ
い
て

　

地
域
の
文
化
遺
産
を
幅
広
く
把
握
し
、
総
体

と
し
て
保
存
・
活
用
し
て
い
く
た
め
の
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
と
し
て
「
江
差
町
歴
史
文
化
基
本
構

想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
更
に
歴

史
的
・
文
化
的
資
源
が
し
っ
か
り
保
存
活
用
で

き
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

　

「
旧
中
村
家
住
宅
」
な
ど
の
指
定
文
化
財
の

保
護
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
保
護
法
な
ど
の
法

律
・
条
令
に
則
り
、「
江
差
町
歴
史
文
化
基
本

構
想
」
で
の
保
存
・
活
用
策
と
関
連
さ
せ
な
が

ら
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

５ 

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
者
は
近
年
増
加
し
て
お

り
、
現
代
社
会
に
お
け
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
、
町
内
３
カ
所
で
町
民
が
自
主
的
に
開
設
し

て
い
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
へ
の
管
理
運
営
に
対

す
る
支
援
を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

江
差
町
民
野
球
場
関
連
で
は
、
新
た
な
試
み

と
し
て
昨
年
度
、
ラ
バ
ー
フ
ェ
ン
ス
へ
の
広
告

募
集
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
19
区
画
の
応
募
が

あ
り
企
業
公
告
の
掲
載
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

さ
ら
に
、
新
た
な
試
み
と
し
て
「
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
」
を
公
募
し
た
と
こ
ろ

道
南
う
み
街
信
用
金
庫
様
が
応
募
さ
れ
選
定
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
４
月
か
ら
は
、「
う
み
街
信

金
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
」
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
く

こ
と
に
な
り
、
多
く
の
町
民
に
利
用
さ
れ
親
し

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
結
び
】

　

江
差
町
教
育
委
員
会
は
、
町
長
が
主
宰
す
る

総
合
教
育
会
議
に
積
極
的
に
参
画
す
る
ほ
か
、

教
育
大
綱
や
江
差
町
教
育
推
進
計
画
を
基
に
、

全
て
の
児
童
生
徒
の
学
力
の
向
上
を
図
り
な
が

ら
、
江
差
が
持
つ
優
れ
た
自
然
や
伝
統
文
化
の

環
境
の
中
で
、
し
っ
か
り
と
「
生
き
る
力
」
を

育
む
た
め
に
、
真
摯
に
教
育
行
政
を
執
行
し
て

い
き
ま
す
。

外国語指導助手ダニエルさんの授業風景

旧中村家住宅
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Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
女
性
部
江
差

支
店
定
期
総
会
／
平
成
29
年
度

建
設
工
事
等
優
秀
業
者
感
謝
状

贈
呈
式
／
課
長
会
議

追
分
酒
場

江
差
追
分
会
師
匠
会
総
会
／
愛

宕
町
内
会
総
会
／
江
差
三
下
り

会
総
会

第
13
回
江
差
三
下
り
発
表
大
会

議
会
全
員
協
議
会
／
給
食
交
流

（
北
小
）

観
光
所
在
地
市
町
村
役
員
会
／

北
海
道
防
災
協
会
役
員
会
／
北

海
道
漁
協
漁
場
協
会
役
員
会

（
札
幌
市
）

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ

ー
契
約
調
印
式
／
働
き
盛
り
世

代
の
た
め
の
心
の
健
康
づ
く
り

講
演
会

追
分
酒
場

自
衛
隊
入
隊
者
激
励
会

給
食
交
流
（
北
中
）
／
歴
ま
ち

商
店
街
協
同
組
合
総
会

南
部
桧
山
衛
生
処
理
組
合
入
札

／
交
通
安
全
指
導
員
・
交
通
安

全
奉
仕
員
表
彰
伝
達
式

給
食
交
流
（
江
中
）

第
１
回
江
差
町
議
会
定
例
会

江
差
町
江
差
追
分
会
協
議
会
総

会町
長
の
お
も
て
な
し
ツ
ア
ー

ほ
く
よ
う
は
ま
な
す
ク
ラ
ブ
総

会
／
子
ど
も
子
育
て
会
議

江
差
北
中
学
校
卒
業
式
／
ひ
や

ま
南
水
稲
生
産
振
興
会
総
会

2
月
16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
～
22
日

23
日

24
日

26
日

27
日

28
日

3
月
1
日

8
～
12
日

12
日

13
～
14
日

14
日

15
日

町
長
の
主
な
動
静

【
2
月
16
日
～
3
月
15
日
ま
で
】

第
１
回
定
例
会
（
３
月
８
日
開
会
）

『
か
も
め
島
上
の
旧
花
月
の
寄
贈
に
つ

い
て
』

　

平
成
30
年
３
月
１
日
、
旧
花
月
の

所
有
者
で
あ
る
「
小
林 
静
子
」
様
よ

り
、
江
差
町
字
鷗
島
10
番
地
の
「
旧

花
月
」
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
民
間
活
力
等
も
含
め
多
方

面
か
ら
跡
地
の
利
活
用
策
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

所
有
者
並
び
に
ご
家
族
や
関
係
者
の

皆
様
の
ご
厚
志
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

建
物
の
詳
細

　

構　

造　

木
造
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
板

　
　
　
　
　

葺
地
下
１
階
付
２
階
建

　

床
面
積　

１
階 

３
７
６
．
５
６
㎡

　
　
　
　
　

２
階 

３
２
７
．
２
４
㎡

　
　
　
　
　

地
下
１
階 

３
２
．
４
０
㎡

『
寄
付
採
納
に
つ
い
て
』

　

ご
厚
志
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

『
Ａ
Ｓ
Ａ
江
差
朝
日
新
聞
専
売
所 

所
長
松
崎 

浩
』
様
よ
り
、
図
書
館
の

図
書
充
実
の
た
め
に
と
、
図
書
の
寄

贈
。 町

長
行
政
報
告

選
任
さ
れ
ま
し
た

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
　
阿
部
　
世
津
子
氏
（
姥
神
町
・
67
歳
）

　

平
成
27
年
４
月
に
就
任
以
来
、
今
回
二
期
目
に

な
り
ま
す
。

　

任
期
は
平

成
30
年
４
月

１
日
か
ら
平

成
33
年
３
月

31
日
ま
で
の

３
年
間
で
す
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
会
長
表
彰

　
　
國
仙
　
由
紀
子
氏
（
上
野
町
・
64
歳
）

　

交
通
安
全
専
任
女
性
指
導
員
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
交
通
安
全
運
動
や
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、

交
通
安
全
街

頭
指
導
や
実

践
活
動
を
努

め
ら
れ
、
交

通
安
全
の
推

進
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

コミュニティ助成で中歌町「蛭子山」山車土台の改修整備
　中歌町蛭子山保存会では、一般財団法人自治総合センターのコミュニティ助成事業により「蛭子山」山車土台等

改修整備を行いました。

　この事業は、同センターが宝くじの社会貢献事業として、コミュ

ニティ活動に必要な備品や集会施設の整備等に助成を行い、地域の

コミュニティ活動の充実・強化を図るとともに、宝くじの普及広報

を目的として行われるものです。

　この度の整備によって、安全な山車巡行が確立され、文化の保存

伝承がなされるとともに、より一層地域のコミュニティ活動の充実

が期待されます。

　今後本番に向けて塗装・飾り付けの後お披露目されます。



まちのスナップ 

珠 洲 市
友好
都市

椿を巡るスタンプラリーを初開催

すず椿フェスティバル

スタンプラリーの景品を受け取る来場者

　すず椿フェスティバルが馬緤町の大崎塾で開催されま

した。開会式で泉谷市長は「地域の活性化のために椿を

活用していることに改めて敬意を表します。今後も椿を

とおして、地域が発展することを願っています」と述べ

ました。

　市内の小学生が描いた椿絵画展の表彰式が行われた

後、来場者のみなさんは椿の加工品販売や茶席などを楽

しみました。また、今年は市内の椿をめぐるスタンプラ

リーが初開催され、10 か所以上を巡った来場者に地元の

みなさんが用意した椿の景品がプレゼントされました。

　結婚 50 周年を祝う「ひな前の金婚式」が 3 月 3 日（土）

に、町会所にて行われました。

　この式典は、「第 7 回江差北前のひな語り」イベントの

一環で行われ、今年で 4 回目の開催。

　結婚 50 年という節目を迎えた西村　一元さん・キミヱ

さん夫妻は多くの町民や親族、ひな人形に囲まれ、感動

の面持ちで祝福を受けました。

ひ な人形に囲まれて 金婚式のお祝い

　江差町観光まちづくり協議会では、昨年北海道で第 1

号となる「日本遺産」に認定されたことを記念して、巨

大「ニシンのぼり」を作成しました。

　ニシンのぼりは、全長 25 メートル、重さ 60 キロの大

きなのぼりとなっており、3 月上旬に町内の小中学生が、

手形を押して思い思いのメッセージを記し、3 月 11 日（日）

には、文化会館を会場に町民の皆さんにも手形を押して

もらいました。

　このニシンのぼりは、5 月にかもめ島周辺でお披露目

となる予定です。

ニ シンのぼりに願いを込めて

　江差ライオンズクラブ（片石明彦会長）は 3

月 19 日、地域の青少年健全育成活動として、

町内の新入学児童へと、学用品（鉛筆とノート）

を教育長へ手渡しました。

　学用品は、各小学校から新入学児童へと贈ら

れます。ご厚志に御礼申し上げます。

　４月１日からネーミングライツパートナー事

業が開始され、「江差町民野球場」は「うみ街

信金ボールパーク」という愛称になります。こ

の愛称は今後５年間使用され、町民の皆様に広

く親しんでいただけるよう大会行事等の機会で

も PR を進めてまいります。

町民球場の名称がかわりました！新入学児童へ学用品贈呈
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平成 30年度

当
初
予
算

町税 地方譲与税等

地方交付税

国・道支出金

町債

その他

22億6,780万円

42.0

8億4,589万円
15.6

4億5,940万円

8億1,621万円
7億8,731万円 2億2,866万円

8.5%

15.1
14.6 4.2%

一般会計歳入

54億527万円

%

%

%

%

人件費

公債費

扶助費

物件費

補助費等

繰出金

積立金

投資的経費

その他

8億2,712万円

15.3%

9億196万円
16.7%

6億623万円

11.2%

7億7,536万円

14.3%

6億8,404万円

12.7%

7億8,523万円

14.5%

2億3,770万円

4.4%

4億8,213万円

8.9%

1億550万円
2.0%

一般会計歳出

54億527万円

H30予算額
54億　527万円 ▲ 1.9 %

国民健康保険費 9億1,440万円 ▲ 18.2 %

後期高齢者医療 1億1,876万円 6.0 %

介護保険 10億4,226万円 0.4 %

公共下水道事業 2億9,199万円 ▲ 5.9 %

公設地方卸売市場事業 72万円 16.2 %

港湾整備事業 213万円 17.4 %

9.9 ▲円万734金学奨 %

7億4,323万円 0.1 %

85億2,313万円 ▲ 3.6 %

増減率
一般会計

特
別
会
計

企業会計（水道事業）
合計

●主な用語解説

○骨格予算：町長の改選時期を控えている

場合に選挙結果も踏まえ新しい体制で政策

を定めていく観点から政策的予算を計上し

ない予算のこと。

～歳入～

○地方交付税：国税の一定割合の額が、標

準的な行政サービスの実施にあたり一般財

源が不足する地方公共団体に交付される。

○地方譲与税：国税として徴収され、その

一定の割合が剰余される。

○国・道支出金：町の行う特定の事務事業

に対して、公益性があると認められる場合

に国または道から交付される。

○町債：町の借入金のうち、建設事業など

の財源として借入れするもの。

～歳出～

○人件費：職員、議員等に対して支払われ

る給与、報酬等

○公債費：借金の返済にかかる経費

○扶助費：児童福祉法、障害者総合支援法

などに基づいて、被扶助者に対してその生

活を維持するために支出される経費

○補助費等：さまざまな団体への補助金、

負担金、報償費、寄付金など

○投資的経費：普通建設事業費、災害復旧

事業費、失業対策事業費

　

平
成
30
年
度
予
算
は
、
町
長
の
任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選
挙
を
控
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、「
骨
格
予
算
」
編
成
と
し
新
規
の
政
策
的
な
事
業
や

建
設
事
業
に
関
す
る
予
算
計
上
は
基
本
的
に
見
送
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、

８
５
億
２
，
３
１
３
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
３
億
１
，
４
７
６
万

円
の
減
（
３
．
６
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
歳
入
の
特
徴
】

　

歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
４
２
％
を
占
め
、
歳
入
の
半
分
近
く
を
地
方
交
付

税
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
町
税
は
前
年
度
比
２
．
８
％
の
減
、
国
・
道
支
出
金
が

前
年
度
比
６
．
３
％
の
増
、
町
債
が
骨
格
予
算
に
伴
い
建
設
事
業
を
抑
制
し
た
こ

と
な
ど
か
ら
前
年
度
比
１
９
．
５
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
一
般
会
計
歳
出
の
特
徴
】

　

歳
出
で
は
、人
件
費
が
前
年
度
比
０
．
４
％
の
減
、公
債
費
が
前
年
度
比
１
．
２
％

の
減
、
扶
助
費
が
前
年
度
比
１
．
２
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
投
資
的
経
費
に

つ
い
て
は
、
骨
格
予
算
に
伴
い
前
年
度
比
６
．
６
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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江差町の家計簿

100億1,368万円

81億234万円

64億4,719万円 62億8,917万円
57億3,064万円

0

20

40

60

80

100

120

H18 H21 H24 H27 H30(見込)

（億円）
【町債残高の推移】

【
町
債
（
町
の
借
金
・
一
般
会
計
）
の
状
況
】

　

平
成
30
年
度
末
の
町
債
残
高
は
、
約
５
７
億
３
，
０
６
４
万
円
と
な
る
見
通

し
で
す
（
町
民
１
人
あ
た
り
約
７
２
万
６
，
２
２
５
円
）。
平
成
18
年
度
か
ら
の

12
年
間
で
お
よ
そ
４
２
億
８
，
３
０
４
万
円
程
度
の
減
少
と
な
る
見
通
し
で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
数
年
は
江
差
中
学
校
改
築
な
ど
の
大
規
模
な
事
業
の
実
施
に

伴
い
、
一
定
程
度
借
入
れ
も
行
っ
て
い
る
た
め
、
減
少
幅
は
小
さ
く
な
っ
て
い

ま
す
。

【
積
立
基
金
（
町
の
貯
金
）
の
状
況
】

　

平
成
30
年
度
末
の
積
立
金
残
高
は
、
約
２
３
億
６
，
１
６
１
万
円
と
な
る
見

通
し
で
あ
り
（
町
民
１
人
あ
た
り
約
２
９
万
９
，
２
７
９
円
）、
平
成
18
年
度
か

ら
の
12
年
間
で
、
お
よ
そ
１
７
億
９
，
９
６
２
万
円
程
度
の
増
加
と
な
る
見
通

し
で
す
。

5億6,199万円

8億4,637万円

19億4,392万円

28億1,141万円

23億6,161万円
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H18 H21 H24 H27 H30(見込)

（億円） 【積立基金残高の推移】

　江差町の一般会計当初予算をわかりやすく身近に

感じてもらうために、予算５４億５２７万円を年収

４２０万円、月収３５万円の家計に例えると・・・

○収入の特徴

　基本給が低く、諸手当や親から

の仕送りに頼っているのが現状で

す。将来のことを見据えて貯金の

取り崩しも抑えつつ、やりくりし

ていかなければなりません。

○支出の特徴

　食費、借金の返済、家族の医療

費が全体の４割を占めている現状

です。今後は、家族の医療費や借

金の返済、家の修理費が増えてい

くことが予想されます。
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平成 30年度

まちのしごと

　平成 30 年度に町が行う予定の事業などをお知らせ

いたします。紙面の都合上、すべての事業を詳しくお

知らせすることはできませんが、概要のみお知らせい

たします。

お問い合わせ先　

　財政課財政係　☎５２- ６７１５
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山での行楽や作業の季節が始まります！　事故などに注意しましょう !!
４月１日から５月３１日は
  「林野火災予防強調期間」です！

　森林は、国土の保

全、 水 源 の か ん 養、

地球温暖化防止に役

立っています。山火

事のほとんどは人間

の不注意から起きて

います。かけがえの

ない貴重な森林を守

るため、皆様のご協

力をお願いします。

入山における注意事項

・行き先や帰宅時間を家族に知らせる。

・携帯電話や非常食、熊除けのための鈴やラジオを携帯する。

・服装は目立つ色にする。

・迷ったときは、落ち着いた行動をとる。

・熊の出没情報に気をつける。

・熊の足跡やフンを見たときは、すぐ引き返す。

・山菜採り等は複数人で行い、声を掛け合い位置を確認する。

・判断のつかない山菜等は採らない。

・タバコ等の火の取扱いに注意する。

・ゴミは残さず全て持ち帰る。

江
差
町
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
募
集

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
農
業
委

員
の
選
出
方
法
が
公
選
制
（
選
挙
か

ら
）
選
任
制
（
町
議
会
の
同
意
を
得

て
町
長
が
任
命
）
に
変
更
と
な
り
ま

し
た
。
現
在
の
農
業
委
員
会
委
員
が

７
月
26
日
に
任
期
満
了
す
る
こ
と
か

ら
、
下
記
の
と
お
り
農
業
委
員
の
候

補
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
農
業
委
員
会
で
は
、
平

成
30
年
７
月
か
ら
新
た
に
「
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
」
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、「
農
業

委
員
」
と
連
携
し
て
、
農
地
利
用
の

最
適
化
の
推
進
に
向
け
た
諸
活
動
を

行
う
「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
」

に
つ
い
て
も
募
集
し
ま
す
。
熱
意
と

識
見
の
あ
る
方
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
募
集
人
数

○
農
業
委
員　
　

13
名

○
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員  

３
名

■
任
期

○
農
業
委
員　

　

平
成
30
年
７
月
27
日
～
平
成
33
年

７
月
26
日
（
３
年
間
）

○
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　

委
嘱
日
～
平
成
33
年
７
月
26
日

■
応
募
資
格

○
農
業
委
員

　

農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、
農

業
委
員
会
の
管
轄
に
属
す
る
こ
と
に

関
し
、
そ
の
職
務
を
適
切
に
行
う
こ

と
の
で
き
る
者

○
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　

農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、
農

地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関

す
る
こ
と
を
適
切
に
行
う
こ
と
の
で

き
る
者

※
ど
ち
ら
も
、
江
差
町
の
設
置
す
る

他
の
執
行
機
関
の
委
員
の
方
は
応
募

で
き
ま
せ
ん
。

■
応
募
方
法

①
地
域
か
ら
の
推
薦

②
団
体
か
ら
の
推
薦

③
一
般
応
募

■
受
付
期
間

　

平
成
30
年
４
月
２
日
（
月
）
～
５

月
２
日
（
水
）
午
後
５
時
ま
で
必
着

（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

※
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
０
４
３-

８
５
６
０

　

江
差
町
字
中
歌
町
193
番
地
１

　

江
差
町
農
業
委
員
会
（
役
場
内
）

　

（
☎
５
２-
６
７
２
２
）

広　　　告
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お
問
い
合
わ
せ
先　

町
民
福
祉
課
福
祉
子
育
て
係

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
５
２-

６
７
２
０
）

　

町
で
は
毎
週
金
曜
日
、
江
差
町
に
お
住
ま
い
の

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
ぬ
く
も
り
保
養
セ
ン
タ

ー
（
尾
山
町
）
へ
の
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
て

お
り
ま
す
。

　

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
利
用
対
象

　

町
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

●
利
用
料

　

送
迎
に
係
る
費
用
は
無
料
で
す

●
運
行
時
間

　

毎
週
金
曜
日

　

12
時
30
分
～　

※
折
込
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ご
利
用
を
希
望

す
る
方
は
、
福
祉

子
育
て
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

ぬ
く
も
り
保
養
セ
ン
タ
ー
へ

の
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し

て
い
ま
す

　

町
で
は
、
在
宅
で
重
度
の
身
体
・
知
的
障
が
い

者
の
方
な
ど
を
対
象
に
、
タ
ク
シ
ー
料
金
が
割
引

と
な
る
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
」
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

　

交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
町
民
福
祉
課

（
福
祉
子
育
て
係
）
に
て
手
続
き
を
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
印
鑑
及
び
手
帳
等
を
持
参
の
上
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◆
交
付
対
象
者

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
の
方
（
２
級
は
下

　

肢
及
び
体
幹
機
能
障
害
に
限
り
ま
す
）

・
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方

・
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証
を
お
持
ち

　

の
方

※
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
減
免
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
方
を
除
く

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
及
び
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た

は
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証

今
年
度
よ
り
買
物
な
ど
通
院
以
外

の
使
用
も
可
能
と
な
り
ま
し
た

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

　
　
　

交
付
の
ご
案
内

　

町
で
は
、
65
歳
以
上
の
方
な
ど
を
対
象
に
、
江
差
町

内
を
運
行
す
る
路
線
バ
ス
の
料
金
が
半
額
と
な
る
「
高

齢
者
・
特
定
疾
患
者
乗
車
証
」（
バ
ス
半
額
券
）
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　

交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
町
民
福
祉
課
（
福

祉
子
育
て
係
）
に
て
手
続
き
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

保
険
証
な
ど
氏
名
・
生
年
月
日
が
わ
か
る
も
の
を
持
参

の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
す
で
に
お
持
ち
の
方
は
、
有
効
期
限
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
引
き
続
き
ご
利
用
頂
け
ま
す
。

◆
交
付
対
象
者

　

65
歳
以
上
の
方
、
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
方

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

健
康
保
険
証
、
受
給
者
証
な
ど
氏
名
・
生
年
月
日
が

わ
か
る
も
の

高
齢
者
・
特
定
疾
患
者
乗
車
証

（
バ
ス
半
額
券
）
交
付
の
ご
案
内

乗車の際に、運転

手さんへ見せてく

ださい
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＜対象者＞　おおむね３０～６０代の江差町民の方
　　　　　　特に、特定健診結果で「メタボリックシンドローム」該当者・予備群の方にオススメです！
＜日　程＞　５月１５日～６月１２日までの毎週火曜日（全５回コース）
＜スケジュール＞　

＜会　場＞　水堀コミュニティセンター

＜講　師＞　フィットネススタジオ・ジョイ　インストラクター

＜参加料＞　２，５００円（全５回分、保険料込）

＜持ち物＞　動きやすい服装、上靴、タオル、水分

＜定　員＞　２０名まで（フィットネス用具の数に限りがありますので、

　　　　　　事前申し込みをお願いします）

●申込み・お問い合わせ先●　健康推進課健康推進係　☎ 52-6718（直通） 

スリムくらぶ  参加者募集中！水堀開催

　「３０歳を過ぎたころから、体重が増えてきて、なかなか元に戻らない」「血圧やコレステロールを

下げたい！」｢運動不足で、肩こりがひどい…｣ こんなことはありませんか？

　江差町では働き盛り世代の方を対象に、夜間の運動教室を開催します（会場の都合により、2 月開

催から延期となっていた教室です）。この機会に、最初の一歩をふみだしましょう！

　午後６時３０分～
受付開始　体組成計・血圧測定／インストラクターによ
る運動前アドバイス

　午後７時～８時
インストラクターの指導による運動プログラム

（ステップ台運動など有酸素運動・筋力トレーニング）

運動
教室

平成３０年４月から介護保険料が変わります
　介護保険料は 3年ごとに金額を見直すことになっており、平成３０年度が見直しの年にあたります。

　保険料は、下記により計算した金額をもとに、所得に応じ段階に分けて設定します。

●介護保険料基準額の算出方法

第 1号被保険者

（65歳以上の方）の場合

65 歳以上の
保険料 23％

40 歳～ 64 歳の
保険料 27％

公費

（税金）

50％

介護サービス給付費

平成 30～ 32年度の 3年間に

必要となる介護サービスの費用

×
23％（65歳以上の方の負担分）

江差町の 65歳以上の人口
÷

平成 30～ 32年度の保険料
➡

＊介護保険料は、皆さんが利用する介護サービスの総費用に応じて決まる仕組みで、利用量が増えれば保険料も

増えます。江差町では、高齢化が進むとともに、その総費用も年々増え続けています。

【お問い合わせ先　健康推進課介護保険係　☎　52-6718】

所得段階 対　　象　　者
基準に
対する割合

保険料
（年額）

第１段階
生活保護被保護者
世帯全員が市町村税非課税の老齢福祉年金受給者
世帯全員が市町村税非課税かつ本人年金収入 80万円以下

0.50
（0.45）

37,500 円
（33,700 円）

第２段階
世帯全員が市町村民税非課税かつ
本人年金収入 80万円超 120万円以下

0.75 56,200 円

第３段階
世帯全員が市町村民税非課税かつ
本人年金収入 120万円超

0.75 56,200 円

第４段階
本人が市町村民税非課税（世帯に課税者がいる）かつ
本人年金収入 80万円以下

0.90 67,500 円

第５段階
本人が市町村民税非課税（世帯に課税者がいる）かつ
本人年金収入 80万円超

1.00 75,000 円

第６段階
本人が市町村民税課税かつ
合計所得金額 120万円未満

1.20 90,000 円

第７段階
本人が市町村民税課税かつ
合計所得金額 120万円以上 200万円未満

1.30 97,500 円

第８段階
本人が市町村民税課税かつ
合計所得金額 200万円以上 300万円未満

1.50 112,500 円

第９段階
本人が市町村民税課税かつ
合計所得金額 300万円以上

1.70 127,500 円

※第 1段階の（　）内は公費軽減後の割合及び金額
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滞
納
は
許
し
ま
せ
ん
！

　

江
差
町
で
は
、
町
税
を
納
期
限
内
に
納
め
て
い
た
だ

い
て
い
る
方
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
滞
納
に
は
厳

し
い
姿
勢
で
臨
ん
で
い
ま
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、

督
促
状
・
催
告
書
を
送
付
し
、
法
律
に
基
づ
く
財
産
（
給

与
・
年
金
・
預
貯
金
・
生
命
保
険
な
ど
）
を
調
査
し
、

差
押
え
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
が
遅
れ

る
と
延
滞
金
が
加
算
さ

れ
、
納
め
る
べ
き
金
額

が
増
え
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
病
気
や
災
害

な
ど
の
特
別
な
理
由
が

あ
る
場
合
に
は
い
つ
で

も
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
の
で
、
事
情
が

わ
か
る
書
類
な
ど
を
お

持
ち
の
う
え
税
務
課
納
税
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

今
一
度
、
お
手
元
の
納
税
通
知
書
を
ご
確
認
の
上
、

納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
は
早
急
に
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

納
税
通
知
書
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
税
務
課
納
税
係

で
再
発
行
が
可
能
で
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

４
月
に
発
送
さ
れ
る
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
、

左
記
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り

軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

減
免
を
申
し
出
る
場
合

は
、
納
期
限
の
７
日
前
（
４

月
24
日
）
ま
で
に
申
請
書

を
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
書
は
役
場

税
務
課
窓
口
に
備
え
付
け

て
お
り
ま
す
。

主
な
要
件

・
公
益
の
た
め
直
接
専
用
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ

る
場
合

・
身
体
障
害
者
又
は
精
神
障
害
者
が
所
有
す
る
場

合
（
１
台
に
限
る
）

・
構
造
が
専
ら
身
体
障
害
者
等
の
利
用
に
供
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
場
合

必
要
書
類

・
申
請
書

・
障
害
者
手
帳

・
運
転
免
許
証
の
写
し

・
車
検
証
写
し

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

・
印
鑑

　

平
成
30
年
度
は
、
固
定
資
産
評
価
替
え
の
年
度
で
す
。

　

今
年
１
月
１
日
現
在
の
価
格
決
定
状
況
等
に
つ
い

て
、
縦
覧
（
他
の
土
地
・
家
屋
と
の
比
較
に
よ
り
、
自

己
所
有
固
定
資
産
が
適
正
に
課
税
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
て
い
た
だ
く
制
度
）、
閲
覧
（
自
己
所
有
の
固

定
資
産
税
課
税
台
帳
記
載
内
容
の
確
認
が
で
き
る
制

度
）
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

　

な
お
、
縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
る
方
、
期
間
等
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◎
縦
覧
及
び
閲
覧
で
き
る
方

　

・
平
成
30
年
度
固
定
資
産
税
納
税
者
の
方
な
ど

◎
縦
覧
及
び
閲
覧
で
き
る
期
間
等

　

・
４
月
１
日 

～ 

５
月
31
日

　
　

※
土
日
祝
日
を
除
く

　

・
午
前
９
時 

～ 

午
後
５
時

　

・
役
場
税
務
課

◎
そ
の
他

　

・
請
求
書
、
本
人
確
認
書
類
、

　
　

返
信
用
封
筒
な
ど
を
送
付

　
　

い
た
だ
け
れ
ば
、
郵
送
で

　
　

も
対
応
可
能
で
す
。

　

【
問
】
税
務
課
（
☎
５
２ -

６
７
２
３
）

固
定
資
産
の
評
価
額
等
の

縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
ま
す
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“ぷらっと江差”運営主
体が変更になります
　開陽丸青少年センターにあるアンテナショップ“ぷ

らっと江差”は、4 月 1 日から「江差町観光まちづくり

協議会」が運営することになりました。観光客のほか、

町民の皆様にも喜んでいただけるお店を目指して行きま

すので、引き続きよろしくお願いします。

　今後の“ぷらっと江差”にご期待ください。

　

江
差
町
が
認
定
さ
れ
た
「
江
差

の
五
月
は
江
戸
に
も
な
い
ー
ニ
シ

ン
の
繁
栄
が
息
づ
く
町
ー
」
と
い

う
日
本
遺
産
の
ス
ト
ー
リ
を
知
っ

て
い
た
だ
く
展
示
室
を
、
旧
檜
山

爾
志
郡
役
所
（
江
差
町
郷
土
資
料

館
）
の
２
階
に
設
け
ま
し
た
。

　

江
差
町
民
の
方
は
無
料
で
入
館

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
下
さ
い
。

■
旧
檜
山
爾
志
郡
役
所

（
中
歌
町
22
番
地
）

　

４
月
～
10
月
無
休
、
11
月
～
３

月
は
月
曜
日
と
祝
日
の
翌
日
が
休

館　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
地
域
文
化
係

（
☎
５
２
‐
１
０
４
７
）

　

旧
檜
山
爾
志
郡
役
所

（
☎
５
４
‐
２
１
８
８
）

日
本
遺
産
の

 

展
示
室
オ
ー
プ
ン

　江差町の日本遺産を体感できるバーチャルリアリティ（ＶＲ）が完成しました。お持ちの

スマートフォンやタブレットにより町内各所でお楽しみ頂くことができます。

いにしえの江差町をVRで再現 !!

●お問い合わせ先●　追分観光課　☎ 52-6716



地
域
お
こ
し

　

協
力

隊

通
信

江
差
町

ケアカフェえさし☆参加者募集☆

４月のテーマ「介護認定」
日　時：平成30年4月19日（木） PM6:00～PM7:00

場　所：江差町役場３階　議員控室

お問い合わせ先

江差町地域包括支援センター

　　　　　　　☎52-6718

　「ケアカフェ」は、新しいコンセプトで行われる、医療介護福祉の職場で働く人たちの集まりです。顔の見え

る関係づくりと日頃のケアの相談の場所を提供しています。なじみのカフェを訪れるように気軽にご参加く

ださい。詳しくは江差町地域包括支援センターまでお問い合わせください。

消火栓水出し点検のお知らせ
　有事の際に消火栓が正常に使用できるかを確認するため、次の日程で水出し点検を実施します。

　実施にあたり、水道水が濁る恐れがあり、町民の皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力の程

よろしくお願い致します。

■日程　4 月 11 日～ 18 日　午前 8 時 30 分から 11 時 30 分

11 日（水）本町・上野町・橋本町・円山・緑丘・新地町

12 日（木）豊川町・東山・桧岱・新栄町・愛宕町・中歌町・姥神町　

13 日（金）陣屋町・茂尻町・海岸町・津花町・姥神町

16 日（月）南が丘・萩ノ岱・南浜町・柏町・砂川・椴川町

17 日（火）大澗町・泊町・尾山町・田沢町・伏木戸町・柳崎町

18 日（水）水堀町・越前町・中網町・小黒部町・朝日町・ 鰔川町・五厘沢町

お問い合わせ先　江差消防署警防係（☎ 52-1072）

　

　

江
差
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
木
村
で
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
し
て
か
ら
二
度

目
の
投
稿
と
な
り
半
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

積
雪
の
多
い
冬
で
し
た
が
、
昔
の
江
差
町
の

記
憶
を
た
ど
る
と
、
同
様
の
積
雪
が
あ
っ
た
事

と
、
小
学
生
の
頃
、
風
が
入
り
込
ま
な
い
よ
う

に
マ
フ
ラ
ー
を
「
が
っ
ち
り
」
ぐ
る
ぐ
る
に
巻

い
て
も
ら
い
元
気
に
歩
い
て
登
校
し
て
い
た
こ

と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
通
勤
は
徒
歩
で
約
十
分
程
度
な
の
で

す
が
、
徒
歩
の
目
線
で
冬
景
色
か
ら
、
春
の
風

景
に
変
わ
っ
て
ゆ
く
四
季
の
小
さ
な
移
ろ
い
を

発
見
で
き
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
行
き
交
う
際
に
、
知
ら
な
い
私
に
挨

拶
や
軽
い
会
話
を
か
わ
し
て
下
さ
る
方
が
多
く

「
さ
す
が
、
江
差
ブ
ラ
ン
ド
（
町
民
の
皆
様
）
の

方
々
だ
な
ぁ
」
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の

主
な
活
動
は
、
色
々
な
セ
ミ
ナ
ー
や
特
産
品
の

催
事
な
ど
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
な
が
ら
今
後
の

活
動
ヒ
ン
ト
を
パ
ズ
ル
の
ピ
ー
ス
を
合
わ
せ
る

よ
う
に
探
し
集
め
て
い
ま
す
。

　

江
差
町
の

昔
な
が
ら
の

「
衣
・
食
・
住

の
生
活
の
知

恵
」
な
ど
に

非
常
に
興
味

が
有
り
、
伝

承

と

共

に
、

新
し
い
形
に

変
え
て
現
代

に
残
し
た
い

と
考
え
て
い

ま
す
。

青函マグ女イベント準備東京都大田区で開催された

北海道ひやま「食・観光フェア」参加

第
21
回
目
は
特
産
品
開
発
業
務
担
当

　
　   

き 

む 

ら       

か 

ず 

え

木
村
　
和
枝
　
隊
員
で
す
。

春を待つしげっち

※
災
害
等
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
場

合
、
18
日
（
水
）
以
降
に
順
延
と
な

り
ま
す
。

（
消
防
車
両
で
広
報
致
し
ま
す
）
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北海道立江差病院　（字伏木戸町 484 番地　☎ 52-0036　FAX52-0098　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/esb）

　　　　　　午前･･･ 8時00分～11時30分 
　　　　　　　　　（初診の方は、9時00分～）                   
　　　　　　午後･･･13時00分～14時30分 
　　　　　　予約受付時間（定期患者のみ）
　　　　　　　　　 13時00分～16時00分  

※診療受付時間 

道 立 江 差 病 院 コ ー ナ ー

※診療日は予定であり変更になる場合もあります。

事前に病院にご確認の上、受診してください。

外来診療体制
4 月の診療予定です 

診
療
科
、
曜
日
に
よ
っ
て
担
当
医
が
変
わ
り
ま
す
。
御
確
認
下
さ
い
。

①精神科につきましては、医師不足のため平成 30 年４月１日

より常勤医が２名体制から１名体制に減員になります。

　したがって、これまで通りの診療体制を確保することが困

難なことから、入院患者様を調整し他院等への紹介をさせて

いただいております。また、診療時間を要する初診の患者様

につきましては、原則事前に医師から紹介状を送っていただ

き、対応が可能な方については、日程調整の上受診していた

だく完全予約制とさせていただいております。

②消化器内科につきましても、医師不足のため平成 30 年４月

１日より常勤医１名体制から出張医による診療体制に変更と

なり、診療時間帯が変更・縮小されます。したがって、現在

症状が安定している患者様につきましては、近隣の医療機関

への紹介や受診日、受診科の変更をさせていただく場合があ

ります。

③また、４月 2 日より総合診療科（内科）を開設します。特

定の専門診療科の診療を必要としない患者さんや一つの専門

診療科では対応が困難な患者さんを中心に診療していきま

す。

　常勤医の減員について、当院への主な派遣元であります札

幌医科大学に対しては、これまでの常勤医の体制を要請して

おりますが、現状では難しい状況にあります。

　ご利用いただいている患者様には大変ご迷惑・ご不便をお

かけしますが、何卒ご理解・ご協力をよろしくお願いいたし

ます。

平成 30 年度からの道立江差病院の診療体制について

整 形 外 科 午前　月から金曜日

循 環 器 内 科
午前　月から金曜日
午後　月と金曜日

消 化 器 内 科

午前10時まで受付　10日、24日（受付完全予約制）
午前11時まで受付　2日、16日（受付完全予約制）
午前11時30分まで受付　毎週金曜日
午後　毎週水曜日と9日、23日

呼 吸 器 内 科
午前　金曜日
午後　木曜日

総合診療（内科） 午前　月から木曜日

総合診療（外科） 午前　火曜日と水曜日と木曜日

外 科 午前　13日・27日

小 児 科
午前　月から金曜日
午後からの受診は事前に電話で相談して下さい

泌 尿 器 科
午前　月から金曜日
午後　水曜日

精 神 科 午前　月から金曜日（初診完全予約制）

産 婦 人 科 午前　月から金曜日

耳 鼻 咽 喉 科
午前　3日・4日・12日・17日・18日・26日
午後　11日・25日

眼 　 　 　 科
午前　12日・26日
（予約以外の方は10時までに受付）
午後　4日・18日・25日

皮 　 膚 　 科 午前　火曜日

神 経 内 科 　　　13日・27日

　

法
テ
ラ
ス
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
方
で
直
接

事
務
所
に
相
談
に
出
向
く
こ
と
の
困
難
な
方
・
司
法
ア
ク
セ
ス
が
困

難
な
方
に
対
し
て
、
出
張
相
談
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
出
張
相

談
は
、
①
経
済
的
に
余
裕
が
な
く
、
②
法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務
所

ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が
困
難
（
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、
ま
た
は
心
身
に

重
度
ま
た
は
中
度
の
障
害
が
あ
る
方
、
ま
た
は
法
テ
ラ
ス
江
差
法
律

事
務
所
ま
で
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
往
復
３
時
間
以
上
を
要
す

る
地
域
に
居
住
し
て
い
る
方
の
い
ず
れ
か
）
で
あ
る
場
合
に
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
ご
自
身
で
法
律
相
談
を
希
望
す
る
高
齢
者
・
障
が

い
者
の
方
々
か
ら
事
務
所
に
連
絡
を
い
た
だ
き
、
相
談
を
実
施
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
ご
自
身
で
法
律
相
談
が
必
要
な
状
況
な
の
か
否
か
判

断
で
き
な
い
方
や
、
ご
自
身
で
法
テ
ラ
ス
に
連
絡
が
で
き
な
い
方
に

対
し
て
は
利
用
ま
で
つ
な
が
ら
な
い
制
度
と
も
い
え
ま
す
。

　

今
年
の
１
月
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
、
認
知
機
能
が
十
分
で
な
い
た

め
、
法
的
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
に
自
ら
法
的
支
援
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
方
に
対
し
て
も
、
支
援
に
つ
な
が
る
新
し

い
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ご
本
人
の
支
援
者
（
介
護

保
険
法
上
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
方
々
な
ど
）
か
ら
ご
連
絡
を
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
ご
本
人
の
法
律
相
談
を
実
施
す
る
と
い
う
制
度

で
す
。

　

こ
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☆職員募集のお知らせ：看護師・助産師を募集しています。各職種

５８歳の方まで応募可能です。詳しくは、江差病院、北海道道立病

院局のホームページをご確認ください。また、臨時職員（看護師・

准看護師）も募集しています。

お問い合わせ先：５２－００３６（内線２０２）

　　　　　　　　廣野（ひろの）総看護師長まで
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　運動公園陸上競技場は現在、日本

陸上競技連盟の定める第４種公認施

設となっており、今月で公認期間が

満了になります。

　更新手続きにあたり、陸上トラッ

ク走路の整備工事を行うことから、

芝生面も含めまして４月 30日まで陸

上競技場及び多目的広場の使用はで

きません。

　なお、工事期間中

は施設内に建設重機

等も通ることがあり、

ウォーキング、ジョ

ギングをされている

方にもご不便をおか

けすることもあるかと思いますが、ご

理解とご協力をお願い申し上げます。

　平成 29年度において、全道・全国

レベルの大会等で活躍された１団体

と個人７名に対し、江差町教育・文化・

スポーツ奨励賞が贈られました。

　教育部門では、税をテーマにした

作文で優れた成績を残された方、文

化部門では、個人として江差追分少

年全国大会で入賞された方、スポー

ツ部門では空手や陸上競技の各大会

で優勝、入賞をされた方が受賞され

ました。平成 30年度も、皆様のご活

躍を期待しています。受賞、おめで

とうございます。（以下敬称略）

◆教育（個人）

・杉山　ひなこ（江中３年）：全道中

学生の税をテーマとした作文　会長

賞

◆文化（個人）

・若山　知夏（南小６年）：江差追分

少年全国大会　４位

◆スポーツ（個人）

・佐藤　那柚里（江小４年）：北海道

小学校陸上競技大会　100 ｍリレー　

５位

・辻　莉玖（南小５年）：北海道小学

校陸上競技大会　走り幅跳び　４位

・山崎　陽和（南小１年）：全国予選

兼全道空手道選手権　形の部　優勝

まなびたい

まなびたい
生涯学習情報

・佐藤　志保里（江中１年）：北海道

中学校新人陸上大会　100 ｍ　決勝

１位、全国ジュニアオリンピック　陸

上競技大会　100ｍ　決勝２位など

・片石　弥由蘭（江差高校３年）：全

国予選兼全道空手道選手権　形の部　

優勝

◆スポーツ（団体）

・北海道江差高等学校空手道部：全道

高校空手道選手権兼全国高校　空手

道選手権予選　団体形の部　準優勝　

　3月 21 日（水）、町教委と文化会

館指定管理者（㈱舞台派遣）の共催で、

標記イベントを開催しました。この

イベントは、文化会館の活用促進と、

子どもの居場所づくりを目的とした

ものです。

　当日は、折り紙や自分で色を染め

た和紙を使ったランプ、砂絵などの

工作、ボウリングやパターゴルフ、

輪ゴムで動くミニカー遊びなど、盛

り沢山な内容で、２時間という短い

時間ながら大勢の家族と子どもたち

に楽しんでいただけました。

受賞おめでとうございます
—江差町教育・文化・スポーツ奨励賞—　

　 

◆夜 間 開 館 ◆
　水曜日 ･金曜日は午後 7時まで開館。

　仕事帰りにもご利用ください。

【4月の休館日】

 ２日㈪・９日㈪・1６日㈪

23日㈪・30日㈪

江差町図書館　～図書館はあなたの生涯学習を応援します～

江差町字茂尻町 71 番地　文化会館 2 階　
【TEL】52-5454【FAX】52-3566
【e-mail】esashi-lib@town.hiyama-esashi.lg.jp
【開館時間】午前 9 時～午後 5 時

図 書 館 へ 行 こ う ！
登録の更新をお願いします

　図書館を利用するには、年度ごとに利用者登録が必要です。

　４月から 30年度の登録になりますので、登録の更新または新規登録をお願い

します。

　登録は図書館で貸出申込書に記入していただくだけで、すぐにご利用いただけ

ます。

　移動図書館をご利用の方も、移動図書館で更新または新規登録をお願いします。

◆移 動 図 書 館◆
＊第 1・第 3金曜日コース

　　　20日 ( 金 )

＊第 2・第 4金曜日コース

　　　13日 ( 金 )・27日 ( 金 )

◆絵本読み聞かせ◆
　絵本サークルポポリンの会員が絵本

と大型絵本の読み聞かせをします。

　7日(土)・21日(土)　午後2時～

　図書館児童書コーナー

文化会館で楽しもう！
～みんなの遊びの広場～　

　４月　　　　　　：夜間開館日

日 月 火 水 木 金 土

１ 休 ３ ４ ５ ６ ７

８ 休 10 11 12 13 14

15 休 17 18 19 20 21

22 休 24 25 26 27 28

29 休

運動公園陸上競技場
第 4 種公認施設の更新をします　

お　わ　び

　広報２月号に折込しましたスポー

ツ少年団チラシ内の江差フェニック

ス野球スポーツ少年団員数、「21名」

とあるのは「12名」の誤りでした。

　お詫びして訂正致します。



10 月

掲示板

4月

募　集

町営住宅入居者募集

【募集住宅】　

＜選考委員会による選考住宅＞

　円山第４団地（１階・２DK・シルバーハウジング）１戸

【募集期間】　４月４日（水）～４月 17 日（火）

【入居可能予定日】　５月１日（火）

【その他】

※一般世帯の住宅は、原則２人以上の世帯が対象となり

　ます。単身での申込は高齢者（60 歳以上）若しくは身

　体障がい者（１級～４級）等の一定の条件があります。

　この他にも収入額などの条件もあります。

【空き室情報・随時申込対象住宅】　

　南が丘第２団地　３DK・２戸

　南が丘第４団地　３DK・２戸

※上記住宅は入居者が決定するまで随時募集を受付てい          

　ます。

【問】　　財政課　住宅管財係　（☎ 52-6715）

お知らせ

平成 30 年度も住宅リフォーム
プレミアム商品券を販売します！

　平成 27 年度から江差商工会を実施主体として行って

いる「江差町住宅リフォームプレミアム商品券」について、

平成 30 年度も継続して実施することになりました（平成

31 年度まで継続予定）。

○詳細は５月号広報誌の折込チラシをご覧ください。

○町ホームページでも随時情報更新していきます。

○事業者登録については商工会にお問い合わせください。

【問】　　江差商工会（☎ 52-0531）

まなびっくで学びませんか

【住民講座受講のご案内】

○フラダンス教室

　・日　　程　　　４月 18 日（水）、25 日（水）

　・時　　間　　　午後１時～３時

　・定　　員　　　20 名

　・受 講 料　　　2,000 円

　・申込締切　　　各実施日の前日まで

○パソコン初心者講習

　・日　　程　　　４月 24 日（火）～ 27 日（金）

　・時　　間　　　午後６時 30 分～８時 30 分

　・定　　員　　　10 名

　・受 講 料　　　6,000 円

　・申込締切　　　４月 13 日（金）

　※詳しくは下記までお問い合わせください。

【問】　　檜山地域人材開発センター（☎ 52-0160）

建災防講習会受講者の募集

○ローラー（締固め用機械）特別教育（学科、実技あり）

　・日　　程　５月 21 日（月）～ 22 日（火）

　・時　　間　午前９時

　・受 講 料　20,780 円　

　・申込期間　４月 20 日（金）～５月 10 日（木）

○職長・安全衛生責任者教育（学科のみ）

　・日　　時　６月５日（火）～６月６日（水）

　・時　　間　午前９時

　・受 講 料　19,260 円

　・申込期間　５月１日（火）～ 25 日（金）

※学科会場はいずれも檜山建設会館（字円山 299-15）です。

詳細は下記までお問い合わせください。

【問】　  建災防江差分会（檜山建設協会内　☎ 52-1813）

自衛隊採用試験のお知らせ

【募集種目】　自衛官候補生

【募集資格】　18 歳以上 27 歳未満

【受付期間】　年間を通じて行っています。

【試験日程】　５月 19 日（土）～５月 21 日（月）

　　　　　　６月 16 日（土）～６月 18 日（月）

※試験日は上記日程の希望される１日です。

※詳しくは下記までお問い合わせください。

【問】　  自衛隊函館地方協力本部江差地域事務所

　　　　（☎ 01397-52-2476）

　　　　総務課総務係（☎ 52-6711）



年金相談

▶日時　４月 24 日（火）

　　　　 午前 10 時～正午

　　　　 午後１時～３時半

 ▶場所　役場住民相談室 

 ▶申込・問合先   町民福祉課国保医療係

（☎ 52-6725）

 ▶期限　４月 18 日（水）までに

　　　　 事前予約が必要です。

　　　　 ※定員になり次第締切

４月運転免許の更新講習

▶日　時  

　　５日（木）優良　午後１時～

　　　　　　　一般　午後２時～

　　　　　　　初回　午後３時 45 分～

　  17 日（火）優良　午後１時～

　　　　　　　違反　午後２時 15 分～

▶場　所　　  文化会館小ホール

町内に花壇をつくりませんか？

　町では、「きれいなまちづくり推進事業」として町内会や任意

団体の花壇づくりに補助をしています（上限 15 万円）。

　補助を希望する団体は、事前に審査を受けて承認を受けること

が必要です。詳細はお問い合わせください。

【問】　　建設水道課都市計画係（☎ 52-6714）

函館地方検察庁からのお知らせ

　函館地方検察庁江差支部及び江差区検察庁の事務は、平成 30

年４月１日から、原則として、下記の新取扱地において行うこと

となりました。

【新取扱地】　　函館地方検察庁内

　　　　　　　函館地方検察庁江差支部・江差区検察庁

　　　　　　　（〒 040-0031 函館市上新川町１番 13 号）

【問】　函館地方検察庁江差支部・江差区検察庁

　　　（☎ 0138-41-1231）

　　　ファクシミリ番号（0138-44-2082　総務課）

アートギャラリー北海道・北海道 150 年
北のさきがけ　道南四都物語

　今年、北海道は命名から 150 年を迎えます。この機会に、北

前船交易で栄えた江差、城下町の松前、幕末の開港地・函館、明

治の開拓地・伊達の四都市と連携し、自治体ならびに地域の民間、

個人が所蔵する優れた文化財を展示します。

　江差町からは姥神大神宮祭礼山車「松寳丸」が展示されており

ます。

【展示場所】　北海道立函館美術館　特別展示室

　　　　　　（函館市五稜郭町 37-6）

【展示期間】　４月 28 日（土）～６月 13 日（水）

※月曜休館日。ただし４月30日（月・祝日）は開館し、翌５月１日（火）

は休館。

※４月 28 日（土）午前 11 時～松寳丸保存会による祭囃子・切声、

5 月 27 日（日）午前 11 時～江差追分会による江差追分コンサート

が披露されることとなっております。

【問】　北海道立函館美術館　（☎ 0138-56-6311）

性暴力被害者相談

　性暴力の被害にあわれた方や家族の方の相談に応じ、必要な情

報提供や支援をコーディネートします。

【開設日時】　　　４月２日から毎週月～金曜日（祝日は除く）

　　　　　　　　午前 10 時～午後５時

【相談専用電話・問】　性暴力被害者対応チーム

　　　　　　　　　　函館・道南ＳＡＲＴ（サート）

　　　　　　　　　　（☎ 0138-85-8825）

今月の野菜の日

４月 20 日（金）
通常価格の２～３割引と格安です。

品目は７～８品限定です。

▶主催　野菜の日実行委員会

▶協賛　江差青果卸売市場株式会社

　　　   江差町

「にしんの日」毎月 24 日

「にしんの日」協賛店は、観光コンベンショ

ン協会ホームページをご参照ください。



　津波浸水想定区域や土砂災害危険箇所などを掲載

したハザードマップを作成しました。また、災害種

別ごとの避難所等を掲載しておりますので、地域や

家庭内で町内の危険箇所を把握し、災害が発生しそ

うになったらどこに逃げるかなど、ハザードマップ

を活用して平時から話し合い

をしていきましょう。

　　　※浸水想定（危険箇　

　　　所）区域外の安全を保

障するものではありませんの

で、状況により注意（避難）

が必要です。
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人 口 と 世 帯

平成30年2月28日現在

総人口

　男

　女

世帯数

7,891

3,779

4,112

4,324

（　）内前月比

道産 間伐材使用

この用紙は、原材料の一部に

道産間伐材を使用しています

亜つ
ぐ　

実み

　※申し込み等詳しくは、さとふる HP へ
　　http://www.satofull.jp/town-esashi-hokkaido/

小さな町の大きな挑戦

～つながる「キズナ」・こたえる「オモイ」～

ふるさと江差を応援して下さい！！

ふるさと応援寄附金の状況
（平成 30 年 2 月末現在）

寄付件数：　　2,973 件

寄付金額：54,462,000 円

　
　広報えさし・ホームページについて、皆さんの
ご意見をお聞かせください。

　たくさんのご意見お待ちしております。

まちづくり推進課広報統計係（☎ 52-6712・FAX52-0234）

広報えさし・ホームページのご意見募集中

広報えさし 4月号 22

４月の納税　  軽自動車税全期 振り込み納税はあなたの代役　希望される場合は税務課納税係まで

春の全国交通安全運動期間
４月６日（金）～ 15日（日） 交

通

 
安
全

 春の全国交通安全運動一斉街頭啓発

日時　４月６日（金）午後４時～（約30分）

場所　江差町役場前

内容　通行車両に対する旗の波作戦、交通安全啓

　　　発物の配布
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